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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
１

５
回
    

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
(( (( 持

経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
～～ ～～
太
古

太
古

太
古

太
古
ノノ ノノ
辻辻 辻辻
～～ ～～
前
鬼

前
鬼

前
鬼

前
鬼
)) )) 間間 間間

のの のの
点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視
とと とと
    

    
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
のの のの
窓窓 窓窓
ガ
ラ
ス

ガ
ラ
ス

ガ
ラ
ス

ガ
ラ
ス
破
損

破
損

破
損

破
損
(( (( 消

火
器
暴
発

消
火
器
暴
発

消
火
器
暴
発

消
火
器
暴
発
)) )) 応

急
処
置

応
急
処
置

応
急
処
置

応
急
処
置
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
    

    

◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
４

月
２

０
日

(
土

)
～

２
１

(
日

)
 

◇
参

加
者

；
巡
視

巡
視

巡
視

巡
視
班班 班班
；

豊
嶋

 
寛

、
児

嶋
道

夫
、

梶
野

照
雄

、
塩

川
真

武
、
 

勝
山

滉
紀

。
 

５
名

。
 

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
班班 班班
；
川

島
 

功
。

１
名

。
 

 
 

 
 

 
 

 

車車 車車
の
サ
ポ
ー
ト

の
サ
ポ
ー
ト

の
サ
ポ
ー
ト

の
サ
ポ
ー
ト

(
池

郷
林

道
)
；

沖
﨑

吉
信

。
 

 
総

勢
７

名
。
 

 

４４ ４４
月月 月月
２
０

２
０

２
０

２
０
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) ))  
 

 
 

 
 

 
 
 
晴

 

午
後

１
時

ち
ょ

う
ど

に
前

鬼
口

到
着

。
塩

川
車

と
豊

嶋
車

、
そ

れ
と

二
輪

車
が

一
台

停
ま

っ
て

い
た

。
二

輪
車

は
豊

嶋
さ

ん
の

お
孫

さ
ん

だ
っ

た
。

 

４
台

で
前

鬼
に

向
か

う
、

約
３

０
分

で
小

仲
坊

に
着

き
、

五
鬼

助
さ

ん
に

挨
拶

を
済

ま
せ

て
塩

川
車

に
荷

物
を

満
載

し
て

４
人

で
池

原
へ

向
か

っ
た

。

ス
ポ

ー
ツ

公
園

の
駐

車
場

に
は

、
川

島
・

沖
崎

車
が

ス
タ

ン
バ

イ
。

沖
﨑

車

に
荷

物
を

積
み

か
え

て
持

経
宿

に
向

か
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

前
鬼

口
で

合
流

 
 

 
 

 
持

経
宿

到
着

 
 

 
 

 
 

ス
ト

ー
ブ

の
補

修
 

 

沖
﨑

車
に

は
、

パ
ン

ク
に

備
え

て
ス

ペ
ア

タ
イ

ヤ
が

一
本

余
分

に
積

ん
で

あ
り

総
勢

７
名

が
同

乗
の

た
め

、
荷

物
を

足
元

や
シ

ー
ト

に
分

散
し

て
お

い

た
た

め
身

動
き

が
取

れ
な

い
状

態
だ

。
 

５
０

分
で

持
経

宿
に

到
着

、
休

む
間

も
な

く
掃

除
や

水
場

点
検

と
水

汲
み

、

千
年

檜
を

越
え

た
地

点
に

自
生

の
シ

キ
ビ

を
採

り
、
お

堂
(
不

動
堂
・
千

年
檜

祠
)
の

生
花

替
え

等
を

行
う

。
沖

﨑
さ

ん
は

３
０

分
程

い
て

帰
新

、
明

日
は

釈

迦
ヶ

岳
な

の
で

連
日

の
出

勤
と

な
る

。
 

午
後

４
時

過
ぎ

に
予

約
の

あ
っ

た
「

み
ち

く
さ

ハ
イ

キ
ン

グ
ク

ラ
ブ

」
の

６
名

(
永

山
和

明
、
岩

崎
仁

子
、
岩

崎
佳

代
、
玉

置
冶

春
、
木

村
れ

い
子

、
永

山
 

岬
)
が

到
着

。
 

各
自

持
参

の
夕

食
、

み
ち

く
さ

ハ
イ

キ
ン

グ
ク

ラ
ブ

は
う

ど
ん

ス
キ

。
 

茹
で

た
ス

ナ
ッ

プ
豌

豆
･
鰯

の
丸

干
し

(
豊

嶋
)
、
玉

葱
と

鯖
缶

サ
ラ

ダ
・
胡

瓜
Ｑ

ち
ゃ

ん
(
川

島
)
、

マ
グ

ロ
せ

せ
り

(
当
会

)
等

の
差
入

れ
で

５
時

過
ぎ

か

ら
夕

食
懇
親
会

を
開
宴

。
 

 
 

 
 

 

予
約

者
到

着
 

 
 

 
 

 
夕

食
懇

親
会

 
 

 
 

 
 

 
 

本
日

の
宿

泊
者

 

 冷
え

た
ビ

ー
ル

で
乾
杯

し
、
順
番

に
自
己
紹
介

の
最

後
に

、
み

ち
く

さ
ハ

イ
キ

ン
グ

ク
ラ

ブ
の
リ

ー
ダ

ー
か
ら
「
平
治

宿
の
窓
ガ

ラ
ス

が
割

れ
て

い
て

、

室
内

が
真

っ
白

に
な

っ
て

い
た

」
と

の
情
報

が
も

た
ら

さ
れ

た
。
す

で
に

午
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後
６

時
を

過
ぎ

て
い

て
外

は
暗

く
な

り
始

め
て

い
る

。
こ

の
時

間
か
ら
平
治

宿
ま

で
行

く
こ

と
は
躊
躇

さ
れ

た
。

後
日

、
と

い
っ

て
も

林
道

の
工
事
通

行

止
め

や
大
型

連
休

も
あ

り
、
ど

う
し

た
も

の
か

と
考

え
な

が
ら
夜

を
迎

え
た

。
 

午
前

０
時
頃

に
目

が
覚

め
、
隣

を
見

る
と
寝

て
い

た
は
ず

の
児

嶋
さ

ん
の

姿
が

な
い

。
見

回
し

て
み

る
と

ス
ト

ー
ブ

前
の
通
路

に
寝
床
ご

と
移

動
し

て

い
た

。
児

嶋
さ

ん
は
朝

ま
で

２
～

３
時

間
お

き
に

ス
ト

ー
ブ

に
薪

を
補
充

し

て
く

だ
さ

っ
た

。
夕
方

か
ら
雲

が
出

て
き

て
、
放
射
冷
却

の
冷

え
込

み
は
無

か
っ

た
が

、
室
内

は
２

０
℃

を
下

回
る
こ

と
が

な
く

、
毛
布

一
枚

で
も
薄

着

で
快
適

な
状

態
が
保

た
れ

た
。

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

前
鬼

口
1
3
:
0
0
→
1
3
:
3
2
前

鬼
･
小

仲
坊
→
1
4
:
1
5
ス

ポ
ー

ツ
公

園
駐

車
場

1
4
:
2
5
→
1
5
:
3
5
持

経
宿

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

４４ ４４
月月 月月
２
１

２
１

２
１

２
１
日日 日日
（（ （（
日日 日日
）） ））
曇

り
の

ち
晴

れ
 

点
検
巡
視
班

点
検
巡
視
班

点
検
巡
視
班

点
検
巡
視
班
(
持

経
宿

～
太
古
ノ
辻

～
前

鬼
・

小
仲

坊
)
    

午
前

４
時

過
ぎ

に
目

が
覚

め
た

。
外

は
ま

だ
真

っ
暗

だ
が

「
み

ち
く

さ
ハ

イ
キ

ン
グ

ク
ラ

ブ
」
の

６
名

は
、
起

き
出

し
て
朝

食
の
準

備
を
始

め
て

い
る

。

我
々

も
起

き
て
発
電
機

を
始

動
、

照
明

を
確
保

し
て

各
自
朝

食
に
す

る
。

 

外
は
風

が
少

し
残

っ
て

い
て
曇

り
、
低
層
雲

の
中

に
入

っ
て

い
る
よ

う
だ

。

寒
さ

を
感
じ

る
ほ

ど
の
気
温

で
は

な
い

。
 

朝
、

川
島

さ
ん

か
ら
提
案

が
あ

り
「
俺

一
人

で
平
治

宿
ま

で
行

き
窓
枠

を

持
っ

て
降

り
る

。
池

原
ま

で
は

林
道

を
歩

い
て
下

る
、

前
鬼

ま
で

は
５

人
で

行
っ

て
く

れ
。

前
鬼

で
待

っ
て

い
る

」
と

い
う

。
連

休
で
ガ

ラ
ス

を
交
換
す

る
の

が
難

し
く

な
る

の
で

、
考

え
ら

れ
る
策

と
し

て
は
ベ

ス
ト

か
と
思

い
即

座
に

同
意

し
た

。
 

午
前

６
時

に
出
発

、
私
以
外

の
４

名
は

身
支
度

を
整

え
て

「
ま

だ
か

い

な
？

」
と
急

が
せ

る
。
慌

て
る

と
ろ

く
な
こ

と
は
無

い
。

児
嶋

さ
ん

が
ヘ
ル

メ
ッ

ト
を
忘

れ
て

き
た
こ

と
に
気
づ

い
た

の
は

一
時

間
半

後
だ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

出
発

準
備

中
 

 
 

 
 

両
手

に
花

の
川

島
さ

ん
 

 
 

 
阿

須
迦

利
岳

到
着

 

 
 

 

毎
度

の
こ

と
だ

が
、
朝

一
の
阿
須

迦
利

岳
ま

で
の
急
登

は
し

ん
ど

い
、

３

０
分
ほ

ど
で
阿
須

迦
利

岳
に

到
着

。
休
憩

し
て

い
る

と
後
発

の
「

み
ち

く
さ

」

の
６

名
が
追

い
つ

い
て

き
た

。
阿
須

迦
利

岳
か
ら

３
０

分
、
葉

の
付

い
た
枝

が
道

を
塞

い
で

い
た

。
直
径

１
０
㎝
ほ

ど
の
ケ

ヤ
キ

で
、
先
頭

の
児

嶋
さ

ん

が
切

除
し
残

り
４

名
が
跡
片
付
け

。
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倒
木

処
理
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証
誠
無
漏

岳
を
北

へ
下

る
と

、
直
径

２
０
㎝

の
斜

木
が

道
の
上

に
あ

っ
た

。

児
嶋

さ
ん

が
切

っ
て

い
る

が
、

あ
と
少

し
の

と
こ
ろ

で
刃

が
挟

ま
っ

て
し

ま

っ
た

。
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
が

２
台

だ
と
こ

ん
な

時
に

も
解
決

が
早

い
。
先
端

か

ら
順

に
切

り
落

と
し

て
刃

の
挟

ま
り

を
解
消

。
小
切

っ
て
路
外

に
排

除
し

た
。
 

涅
槃

岳
ま

で
に

も
一

本
を
切

除
し

た
が

、
複
数

人
な

の
で
跡
片
付
け

が
早

く
済

ん
だ

。
児

嶋
さ

ん
は
英
語
表
記

を
追

加
し

た
標
識

を
山
頂
ご

と
に
設

置

さ
れ

る
。
標
識

は
８
枚
設

置
す

る
と

の
事

。
 

 
 

 
 

 

涅
槃

岳
で

  

 
 

 
 

 

乾
光

門
手

前
の

崩
落

個
所

 
 

 
 

倒
木

切
除

前
 

 
 

 
 

 
切

除
後

 

乾
光
門
南

(
手

前
)
の
崩
落
個
所

は
以

前
と

あ
ま

り
変
わ

っ
て

い
な

い
よ

う

に
見

え
た

。
崩
落

は
少

し
止

ま
っ

て
い

る
よ

う
だ

。
 

乾
光
門

か
ら

１
０

分
ほ

ど
で

、
細

い
木

だ
が
完
全

に
道

を
塞

い
で

い
る

。
切

除
は

児
嶋

さ
ん

に
お
任

せ
す

る
。

 

 
 

 
 

 

倒
木

切
除

が
続

く
 

 

 
 

 
 

 

２
台

の
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
で

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ト

レ
イ

ル
ラ

ン
ナ

ー
に

出
会

う
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滝
川
辻

の
南
側

で
ブ

ナ
の
倒

木
を
切

除
、

午
前

９
時

過
ぎ
滝

川
辻

に
着

い

た
。
こ
こ

ま
で
上

り
下

り
の

連
続

な
の

で
、

だ
ん

だ
ん
歩

く
ス
ピ

ー
ド

が
遅

く
な

っ
て

い
る

。
 

滝
川
辻

か
ら
般
若

岳
の

間
で

も
複
数

の
倒

木
が

あ
り

２
台

の
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
が
大
活
躍

、
私

の
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
の
刃

が
挟

ま
り

児
嶋

さ
ん

に
助
け

て
い

た
だ

く
シ

ー
ン

も
あ

っ
た

。
 

般
若

岳
の
登

り
で

、
下

っ
て

く
る

人
が

い
た

。
顔

な
じ

み
の

ト
レ

イ
ル

ラ

ン
ナ

ー
で

、
今

年
も
奥
駈

ト
レ

イ
ル

ラ
ン

に
参

加
の

予
定

だ
と

い
う

。
「

行

仙
宿

で
コ

ー
ラ

を
用
意

し
て

い
ま
す
よ
！

」
と
言

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

５
月

１
１

～
１

２
日

は
、

行
仙

宿
に

行
く
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

 

地
蔵

岳
の
南
側

で
踏

み
跡

が
は

っ
き

り
し

た
獣

道
に
入

り
込

ん
で

し
ま

い
、

途
中

で
尾
根

に
直
登

し
て
奥
駈

道
に
復

帰
す

る
。
最

後
尾

が
私

と
塩

川
君

だ

っ
た

が
、
先

行
し

た
４

人
も

同
じ
こ

と
を

し
て

い
た

。
逆
峯

で
は

間
違

い
よ

う
が

な
い

が
、
順
峯

で
間
違

い
や
す

い
場
所

と
し

て
お

き
た

い
。
基

本
的

に

尾
根
通

し
な

の
で

、
ト

ラ
バ

ー
ス

は
長

い
距
離

は
続

か
な

い
。

 

塩
川
君

は
持

参
の
枝
打

ち
鎌

で
飛
び

出
し

た
枝

や
、

道
際

の
棘

な
ど

を
刈

り
な

が
ら

の
歩

行
だ

。
単
純

に
歩

く
よ

り
、
何

か
を

し
な

が
ら

の
方

が
気

分

的
に
楽

な
気

が
す

る
。

  
 

 
 

 

 
 

鎌
で

棘
・

小
枝

刈
り

 
 

 
地

蔵
岳

に
標

識
設

置
 

 
 

 
嫁

越
峠

の
標

識
 

１
０

時
４

０
分

、
地
蔵

岳
に

到
着

。
倒

木
処
理

や
道

間
違

え
な

ど
で

一
時

間
近

く
余

分
に

か
か

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

１
１

時
過

ぎ
に
嫁

越
峠

到
着

、
石
柱

の
手
直

し
や
標
識
設

置
作
業

後
に
昼

食

を
摂

る
。

約
３

０
分

間
ゆ

っ
く

り
休
憩

し
て
北
上

を
始

め
る

。
 

奥
守

岳
を

越
し

て
午

後
１

時
に
天
狗

山
着

。
こ
こ

で
豊

嶋
さ

ん
と

お
孫

さ

ん
が

二
輪

車
で
高
槻

ま
で

帰
る

た
め
先

行
下

山
さ

れ
る

。
 

天
狗

山
で

川
島

さ
ん

に
電
話

、
呼
び

出
し
音

が
聞
こ

え
て
通
話

で
き

た
。

「
も

う
す

ぐ
池

原
に

着
く

、
平
治

宿
の
消
火
器

が
無

く
な

っ
て

い
て
室
内

は

消
火
剤

で
真

っ
白

、
割

れ
た
窓

は
東
側

、
掃

除
に

２
時

間
掛

か
っ

て
何

と
か

宿
泊

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
」

と
聞

か
さ

れ
た

。
お

そ
ら

く
消
火
器

が
何
ら

か
の

原
因

で
爆
発

、
本
体
容
器

は
ガ

ラ
ス
窓

を
つ

き
割

っ
て
東
側
斜
面

に
飛

ん
で

行
っ

た
も

の
と
思
わ

れ
る

。
各

小
屋

の
消
火
器

の
点

検
が
急
務

で
あ

る
。

で
き

れ
ば
飛

ん
で

行
っ

た
消
火
器

を
回
収

し
て

、
状

態
を
確
認

、
原
因

の
調

査
も

行
い

た
い

も
の

で
あ

る
。

 

 
 

 
 

 

天
狗

山
で

 
 

 
 

 
 

大
日

岳
と

釈
迦

ヶ
岳

を
見

る
 

 
太

古
ノ

辻
着

 

 般
若

岳
を

過
ぎ

て
か
ら
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
の

出
番

は
無

く
、
天
狗

山
か
ら

は

歩
く

だ
け

に
な

っ
た

。
午

後
２

時
過

ぎ
に
太
古
ノ
辻

着
。

午
後

３
時
ご
ろ

に

前
鬼

到
着

予
定

だ
っ

た
が

、
一

時
間
位
遅

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
少

し
休
憩
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し
て

前
鬼

を
目
指
す

。
 

二
ツ

岩
の
少

し
上

で
大

き
く
崩
落

し
た
箇
所

が
２
カ
所

、
連
続

し
て
現

れ

た
。
上
方

の
崩
落
部

分
は
広
範
囲

に
土
砂

が
滑

り
落

ち
て

、
下
層

の
岩
盤

が

む
き

出
し

に
な

っ
て

い
る

。
滑

り
落

ち
た

土
砂

は
生

え
て

い
た

木
々

が
そ

の

ま
ま

の
状

態
で

２
０
ｍ
ほ

ど
下

に
見

え
て

い
る

。
登

山
道

は
こ

の
滑

り
落

ち

た
最
上
部

を
横
切

っ
て
下

っ
て

い
く

た
め

、
少
々
危
険

が
伴

う
。

児
嶋

さ
ん

は
、

い
つ

も
背
負

子
に

着
け

て
い

る
ト

ラ
ロ

ー
プ

を
外

し
て
こ
こ

に
張

る
と

言
う

が
長

さ
が

不
足

し
て

い
る

。
何

か
な

い
か

と
見

回
し

て
み

る
と

、
以

前

か
ら
立

ち
木

に
束
ね
ら

れ
て

い
た
緑
色

の
ロ

ー
プ

が
目

に
入

っ
た

。
長

さ
も

太
さ

も
十

分
な

の
で

、
立

ち
木

か
ら
外

し
て

、
上
部

は
ブ

ナ
の
大

木
に

、
下

部
は

ク
サ
リ

の
支

点
に

そ
れ
ぞ

れ
結
び
付
け

て
補

助
ロ

ー
プ

を
架
設

し
た

。
 

 
 

 
 

 

崩
落

個
所

に
補

助
ロ

ー
プ

架
設

 

 下
方

の
崩
落
個
所

は
比
較
的
斜
度

も
ゆ

る
く

、
岩

が
む

き
出

し
の

た
め
滑

り
に

く
い

。
た

だ
、
倒

れ
て

い
る

木
が
少
々
邪
魔

を
し

て
い

る
。

２
０
㎝
位

の
木

な
の

で
切

除
は

で
き

る
が

、
上

に
あ

る
根

の
部

分
が
落

ち
て

き
そ

う
な

の
で

、
切
ら
ず

そ
の

ま
ま

に
し

た
。

 

  

 

 
 

 
 

 

２
カ

所
目

の
崩

落
現

場
 

 
 

倒
木

が
邪

魔
を

す
る

 
 

 
前

鬼
・

小
仲

坊
に

到
着

 

 

午
後

４
時

過
ぎ

に
小

仲
坊

着
、
川

島
さ

ん
の

出
迎

え
を
受
け

る
。
五

鬼
助

さ
ん

に
崩
落

の
状

態
を
報
告

、
五

鬼
助

さ
ん

も
複
数

の
登

山
者

か
ら
聞

い
て

お
ら

れ
た
ら

し
く

「
役

場
に

お
願

い
し

て
み

る
」

と
お

っ
し

ゃ
ら

れ
た

。
 

川
島

車
に

児
嶋

さ
ん

、
豊

嶋
車

に
塩

川
君

が
同

乗
、

３
台

で
前

鬼
を

後
に

す
る

。
川

島
車

は
そ

の
ま

ま
帰

新
、

豊
嶋

車
は

塩
川
君

を
ス

ポ
ー

ツ
公

園
の

駐
車

場
ま

で
送

っ
て

帰
新

。
 

私
は

「
き

な
り

の
湯

」
に
寄

っ
て

食
事

し
て

か
ら

帰
宅

し
た

。
 

「
き

な
り

の
湯

」
の
浴
室

に
入
ろ

う
と

し
た
ら
戸

を
開
け

て
出

て
き

た
人

と

ば
っ

た
り

、
橋

本
さ

ん
だ

っ
た

。
腰

を
痛

め
て

し
ば
ら

く
養

生
し

て
い

た
が

、

少
し
良

く
な

っ
た

の
で
白
屋

岳
に
登

っ
て

き
た

そ
う

だ
。
今

日
の
顛
末

を
裸

の
ま

ま
立

ち
話

し
て
別

れ
た

。
 

帰
宅

し
て
翌

２
２

日
、

沖
崎

さ
ん

か
ら
電
話

が
あ

り
「
下
北

山
村
役

場
が

二
ツ

岩
上
方

の
崩
落

状
況

を
知

り
た

い
よ

う
な

の
で

、
状
況

を
説

明
し

て
欲

し
い

」
と

の
こ

と
。

そ
の

後
す

ぐ
に
役

場
か
ら
電
話

が
あ

り
「
現

場
を
見

に

行
く

の
で

ど
の

あ
た

り
か

、
ど

ん
な

状
態

か
、
捲

き
道

は
造

れ
そ

う
か

」
な

ど
を
説

明
し

た
。
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間
髪

を
入

れ
ず
役

場
に

連
絡

し
て
頂

い
た

五
鬼

助
さ

ん
と

、
直

ち
に
対
応

に
動

い
て
下

さ
っ

た
下
北

山
村
役

場
に
感
謝
申

し
上
げ

ま
す

。
何

と
も

し
が

た
い

の
で

山
彦

さ
ん

に
お
願

い
し

た
い

、
と

な
ら

な
い
よ

う
祈

っ
て

い
ま
す

。
 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

持
経

宿
0
6
:
0
0
→
0
6
:
2
8
阿
須

迦
利

岳
→
0
7
:
1
2
証
誠
無
漏

岳
→
0
7：
5
1
涅
槃

岳
→
0
8
:
2
1
乾
光
門
→
0
9
:
0
4
滝

川
辻
→
0
9
:
4
5
般
若

岳
→
1
0：
4
0
地
蔵

岳
→

1
1
:
0
2
天
狗

の
稽
古

場
→
1
1
:
1
3
嫁

越
峠

・
昼

食
→
1
2
:
2
7
奥
守

岳
→
1
3
:
0
1

天
狗

山
→
1
4
:
0
9
太
古
ノ
辻
→
1
5
:
1
5
二

ツ
岩
→
1
6
:
1
5
前

鬼
・

小
仲

坊
→

1
6
:
5
5
ス

ポ
ー

ツ
公

園
駐

車
場

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
梶

野
)
 

     平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
班班 班班
(
消
火
器
暴
発

に
よ

る
窓
ガ

ラ
ス
破
損

等
の
応
急
処

置
)
 

夜
半

に
「

み
ち

く
さ

ハ
イ

キ
ン

グ
ク

ラ
ブ

」
か
ら
知
ら

さ
れ

た
平
治

宿
の

窓
ガ

ラ
ス
破
損

が
気

に
な

る
。
池

郷
林

道
は

、
平

日
は

車
両
通

行
止

め
に

な

る
、
早

く
て

４
月

２
７

日
(
土

)
に
来

る
事

に
な

り
、
窓
枠

サ
ッ

シ
を
降
ろ

し

て
も

連
休
中

は
業

者
が

休
み

で
修
理

が
難

し
く

な
る

 

明
日

、
平
治

宿
の
窓
ガ

ラ
ス
破
損
箇
所

の
応
急
処

置
を

し
て

、
池

原
迄
歩

い
て
窓
枠

サ
ッ

シ
降
ろ

し
て
修
理

に
出

せ
ば

、
４

月
２
８

日
か
ら

連
休
中

の

来
宿

者
の
対
応

に
持

経
宿

に
入

る
豊

嶋
・
樋

口
・

前
田
氏

に
修
理

し
た
窓
ガ

ラ
ス

サ
ッ

シ
を
渡

せ
ば

、
連

休
２

日
目

に
解
消
す

る
事

か
ら

、
川

島
一

人
が

平
治

宿
に

行
く
事

を
決

め
、
起
床

後
に

点
検
巡
視

を
５

人
に

お
願

い
す

る
。
 

平
治

宿
に

は
、
応
急
処

置
の
資
材

が
無

い
と
思
わ

れ
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

(
小

)

と
シ

ー
ト
押

え
に
梁
上

の
胴
縁
材

を
降
ろ

し
て

、
約

２
ｍ

に
切

り
３

本
調
達

す
る

。
 

点
検
巡
視
班

を
見
送

り
、
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

(
小

２
枚

)
、
シ

ー
ト
押

え
材

３

本
持

っ
て
平
治

宿
へ

。
 

千
年

檜
を

過
ぎ

た
狭

い
鞍
部

か
ら

ト
ガ
大

木
の
根

を
踏

ん
で
登

る
箇
所

の
奥
駈

道
に

は
、
村

吉
さ

ん
単
独

で
桟

木
丸
太

・
砂
利

を
運
び

、
先
週

１
泊

２
日

で
略
完
工

し
た
様

だ
。
何

時
も
単
独

で
作
業

し
て
下

さ
り

本
当

に
有
難

く
頭

が
垂

れ
ま
す

。
 

 
 

 

点
検

巡
視

班
出

発
前

 
 

 
 

奥
駈

道
の

改
修

箇
所

(
歩

き
易

く
な

る
)
 

  

平
治

宿
に

着
き
窓
ガ

ラ
ス
破
損

は
、
今

の
時
節

の
風

か
ら
考

え
る

と
西
側

 

(
奥
駈

道
側

)
だ

と
思

っ
た

が
、
東
側

(
谷
側

)
の
奥

の
窓
ガ

ラ
ス

が
破
損

し
て

 

い
た

。
外

の
窓
下

、
破
損
ガ

ラ
ス

を
除
け

て
宿
内

を
覗

く
が

、
破
損

原
因

物
が
見
つ

か
ら

な
い

。
 

 
室
内

は
、
白

く
や

や
桃
色
帯
び

た
粉
末

が
床
面
・
腰
板

の
全
面

に
飛

散
し

て
い

る
。
破
損
消
火
器

は
無

い
が

、
飛

散
粉
末

と
飛

散
範
囲

か
ら
消
火
器

が

暴
発

し
て

、
窓
ガ

ラ
ス

を
破
損

し
て
粉
末
消
化
剤

が
飛

散
し

た
と
判
断

し
た

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

破
損

ガ
ラ

ス
窓

と
宿

内
の

粉
末

飛
散

状
況
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破
損
箇
所

の
風
雨
吹

き
込

み
を
防

ぐ
為

に
、
破
損
箇
所

に
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

 

を
張

り
、
シ

ー
ト

を
押

さ
え

木
で
押

え
る

。
外

サ
ッ

シ
を
外

し
た
隙

間
に

サ
 

ッ
シ
巾

の
材

を
見
つ
け

て
差

し
込

み
、
押

え
木
側

か
ら

ビ
ス

で
サ

ッ
シ
巾

の
 

木
を
止

め
て

、
風
雨

で
飛
ば

な
い
よ

う
に
す

る
。

 

 
窓

を
開
け
箒

で
床
面
・
腰
板

を
掃

く
が
粉
末
消
化
剤
舞

い
あ

が
る

。
あ

る
 

程
度

掃
い

て
か
ら
濡

れ
雑
巾
掛

を
す

る
。
又

、
入

口
の
棚
上

や
テ

ー
ブ
ル

の
 

足
、
窓
ガ

ラ
ス

に
も
粉
末

が
付

着
し

て
お

り
雑
巾

で
拭

き
取

る
。

 

 
２
度

の
雑
巾
掛
け

に
約

２
時

間
を
要

し
て

、
何

と
か

宿
泊

出
来

る
状

態
に

 

し
た

。
拭

き
掃

除
後

の
写

真
を
見

る
と

、
入

口
側

の
腰
板

に
は

、
未

だ
粉
末

 

が
付

着
し

て
い

る
。
濡

れ
雑
巾

で
拭

い
た

時
に

、
隙

間
に
粉
末

が
入

り
込

み
 

乾
燥

後
に

、
再
び
粉
末

と
し

て
飛

散
す

る
と
思
わ

れ
、
再
度
拭

き
掃

除
等

を
 

す
る
必
要

が
あ

る
。

 
  

 
 

破
損

窓
に

シ
ー

ト
張

る
 

 
雑

巾
掛

け
後

の
宿

内
 

 
 

水
場

水
槽

の
底

浚
え

前
 

 

水
場

水
槽

の
底
皿
浚

え
後

に
平
治

宿
に
戻

り
、
窓
枠

サ
ッ

シ
を
担

い
で

持

経
宿

に
１

０
時
頃

に
戻

る
。
尚

、
水

場
へ

の
木
製
段
差

４
～

５
段
補
修

と
水

槽
横

の
細

い
溝

を
コ

ー
キ

ン
グ
剤

で
応
急
的

に
埋

め
て
貯

水
す

る
処

置
が
必

要
で

あ
る

。
 

窓
枠

サ
ッ

シ
を
担

い
で

池
郷

林
道

を
３

時
間
歩

い
て

、
池

郷
林

道
口

に
１

３
時

前
到

着
。
窓
枠

サ
ッ

シ
は

、
軽

い
が
肩

で
担

い
で
手

で
窓
枠

を
掴

ん
で

歩
く

の
で

、
時
々

足
等

に
当

り
歩

き
づ
ら

い
時

も
あ

る
。

１
２

時
頃

に
林

道

脇
で
昼

食
、

約
１

０
分

で
済

ま
せ
歩

く
。
此
処

の
林

道
は
歩

い
た
こ

と
は
無

く
、

林
道

約
３

時
間

の
歩

行
は
疲

れ
る

。
未

だ
下

り
一
方

な
の

で
幸

い
で

あ

る
。

池
郷

林
道

口
に
ザ

ッ
ク

・
窓
枠

を
デ

ポ
し

、
池

原
公

園
駐

車
場

に
駐

車

の
車

を
回
収

に
行

く
。

 

車
で

前
鬼

・
小

仲
坊

に
１

４
時

前
に

到
着

し
、

五
鬼

助
さ

ん
に

挨
拶

と
平

治
宿

で
の
窓
ガ

ラ
ス
破
損
顛
末

と
点

検
巡
視

に
５

人
歩

い
て
来

る
旨

を
連
絡

す
る

。
コ

ー
ヒ

ー
の
接
待

を
し

て
頂

く
。

 

 
小

仲
坊

に
「

み
ち

く
さ

ハ
イ

キ
ン

グ
ク

ラ
」

６
名

が
元
気

に
１

４
時

３
５

分
に

到
着

。
１

５
時
半

前
に

豊
嶋

、
勝

山
君

が
到

着
し

、
五

鬼
助

さ
ん

か
ら

差
し
入

れ
し

て
頂

い
た
ジ
ュ

ー
ス
飲

ん
で

か
ら

勝
山
君

は
単

車
で

帰
宅

。
 

 
児

嶋
・

梶
野

・
塩

川
君

は
、

１
６

時
１

０
分
頃

に
到

着
、

本
当

に
お
疲

れ

様
で

し
た

。
 

 

 
 

 

池
郷

林
道

口
に

デ
ポ

 
 

元
気

に
「

み
ち

く
さ

」
到

着
 

 
先

行
組

到
着

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

持
経

宿
6
:
0
0
→
6
:
5
5
平
治

宿
→
8
:
5
5
水

場
→
平
治

宿
9
:
1
0
→
1
0
:
0
5
持

経

宿
1
0
:
1
0
→
1
1
:
1
0
林

道
ゲ

ー
ト
→
1
2
:
5
5
池

郷
林

道
口
→
1
3
:
0
5
池

原
公

園

駐
車

場
→
1
3
:
1
0
池

郷
林

道
口
1
3
:
1
5
→
1
3
:
5
0
前

鬼
・

小
仲

坊
。

 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
川

島
)
 

  


